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ファンデルワール結晶ナノ構造では、3 次元バルク結晶にはない様々な特徴的構造や対称性を

実現でき、それらを反映した量子物性や機能性開拓の重要な舞台である[1]。中でも、異なる 2次

元物質を積層したファンデルワールスヘテロ界面(図 a)は、任意の 2 次元物質の組み合わせに関

して、任意の積層角度で作製可能であり、輸送現象や光物性が精力的に研究されている。 

本研究では、半導体ファンデルワールス結晶ヘテロ界面において発現するバルク光起電力効果

(図 b)に着目する。空間反転対称性が破れた物質においてゼロバイアス下で生じる自発的光電流

効果である、バルク光電流効果は、近年、ナノ構造を利用することで巨大になり得ること [2]や、

波動関数のトポロジーや幾何学的性質を反映した機構であるシフトカレント機構で説明できる可

能性があること[3]等から、注目が集まっている。本発表では、ファンデルワールス結晶ヘテロ界

面において観測されたバルク光起電力効果[4]の詳細な振る舞いや起源、展望に関して報告する。 

図 a: Schematics of van der Waals heterointerface           図 b: Bulk photovoltaic effect 
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